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　昨年、6年生と「世界の平和と日本の役割」を学習した後、
子どもたちが「カンボジアの学校に行けない子どもたちの
ために自分たちでできることはないか」と自ら話し合いを
行い、募金活動を始めました。その子どもたちの感受性の
強さと行動力に動かされました。教員という立場の自分が
できることは何かと問われているような気がしました。そん
な中、今回のスタディツアーを知り、実際に現地に行って
体験し、現状を目にすることで、何か少しでもヒントになる
ものを見つけられるのではないかと思い応募しました。

　「学校に行っ
ていろんなこと
が分かるように
なるとうれし
い！」「もっと
勉強したい！」
と笑顔で話すた
くさんの子ども
たちに出会え
たことが印象
に強く残っています。「素直さ」や「礼儀正しさ」、「優しさ」、
「人と人とのつながりの強さ」といったものをカンボジア
の人々から教わった気がしました。
　視察に参加して思ったことは、自分の目で見てきたこと
や感じたこと、学んだことを正しく日本の子どもたち
に伝えなければならないということです。日本の子ども
たちに、カンボジアの子どもたちの素晴らしさを知って
もらい、そこから「自分たちに何ができるか」「何をする
べきか」ということを考えられる子どもたちを育てたい
と思いました。
　日本もカンボジアも、それぞれの国がお互いを尊重し、
お互いが強い絆で結ばれるように、少しでも多くの子
どもたちの笑顔を作っていきたいと思います。

　（財）日本ユニセフ協会学校事業部では、事業を指定した募金をカンボジアとモンゴルで行い、支援を続けています。
毎年、支援国の子どもの状況や事業の取り組みを先生方に視察いただき、学校や地域での学習や広報活動に役立てて
いただいています。今回は、2009年度のカンボジア・スタディツアーに参加された小学校の先生の感想とその後の
学校での取り組みを紹介いたします。
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スタディツアー参加者
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たくさんの「スマイル」

©島 奈穂　
上：フェリー乗り場で野菜を
　　売る子ども
下：笑顔で「さようなら」
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日本ユニセフ協会
が支援する事業　

視 察 概 要

2009年7月19日（土）～26日（日）

長く続いた紛争が終わり、普通選挙が実施されるようになった
カンボジアで、子どもの権利を基盤として、幼稚園教育の充実、
予防接種の普及、また、安全な水の確保、衛生的なトイレの
設置、衛生に関する知識の普及などを支援する事業です。

①幼稚園・小学校及び教員への支援活動
②安全な水の確保・衛生的なトイレの設置・衛生知識の普及
　に対する支援活動
③保健センターへの支援活動
④HIV/エイズに対する支援活動
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